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高
度
浄
水
へ
の
支
援
な
ど
た
だ
す

県

鶏

舎

‖
月
定
例
会

園
仲
島
二
氏
が
一
般
質
問

【
那
覇
支
社
】
開
会
中
の
県

議
会
(
赤
嶺
昇
議
長
)
日
月
定

例
会
は
1
 
2
日
、
一
般
質
問
の
4
岳
の
闇
値
昌
二
氏
(
お
き
な
わ

白
目
を
迎
え
、
宮
古
島
市
区
選

宮
古
島
市
に
お
け
る
高
度
浄
水
設
備
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
県
執

行
部
の
見
解
を
た
だ
し
た
圏
仲
氏
=
1
 
2
日
、
県
繊
会
本
会
議
場

新
風
)
が
登
壇
し
た
。
園
伸
氏

は
、
宮
古
島
市
に
お
け
る
高
度

浄
水
設
備
の
整
備
や
、
政
府
が

進
め
る
防
衛
力
強
化
を
め
ぐ
る

空
港
と
港
湾
の
整
備
な
ど
に
つ

い
て
、
県
執
行
部
の
見
解
を
た

だ
し
た
。

画
伯
氏
は
「
市
の
水
質
調
査

で
P
F
O
S
、
P
F
O
A
が
検

出
さ
れ
た
。
宮
古
島
地
下
水
研

究
会
か
ら
、
高
度
浄
水
設
備
を

早
急
に
整
備
す
る
よ
う
要
請
が

提
出
さ
れ
て
い
る
と
思
う
」
と

指
摘
し
、
県
の
対
応
を
質
問
し

た
。糸

数
公
保
健
医
藻
部
長
が
答

弁
し
、
「
宮
古
島
市
か
ら
水
道

施
設
の
整
備
に
対
す
る
支
援
の

要
望
が
あ
っ
た
際
は
、
国
庫
補

助
金
な
ど
を
活
用
し
た
支
援
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

防
衛
力
強
化
に
関
連
し
た
空

港
と
港
湾
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
前
川
智
宏
土
木
建
築
部
長

が
答
え
、
「
日
月
に
、
政
府
関

係
者
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

特
定
重
要
拠
点
空
港
港
湾
(
仮

称
)
と
は
、
空
港
や
港
湾
に

つ
い
て
、
民
間
と
の
共
用
を

前
提
に
自
衛
隊
な
ど
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
整
備
や
既
存

こ
れ
に
対
し
、
固
伸
氏
は
「
対

応
が
後
手
後
手
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。
政
府
が
整

備
候
繭
と
し
た
中
に
、
下
地
島

空
港
が
あ
る
。
3
0
0
0
㍍
の

潜
走
路
を
持
つ
同
空
港
は
、
軍

曹
和
解
の
話
が
あ
ち
こ
ち
か
ら

聞
こ
え
て
お
り
、
市
民
に
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。ま

た
、
「
同
空
港
は
、
靂
良

寛
聾
、
西
銘
確
認
竃
で
雷
事
利

用
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
」
と
指
摘
し
、
同
賞
竃
や

確
認
書
の
馨
目
を
条
例
化
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
県
の
見
解
を

た
だ
し
た
。

答
弁
で
は
、
前
川
土
木
建
築

事
業
の
促
進
を
図
る
施
設
と
い
議
長
が
「
条
例
化
に
つ
い
て
一

う
こ
と
だ
っ
た
」
と
説
明
し
ば
、
引
き
続
き
研
究
し
た
い
」
-

と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

豊
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詣
新
開
-


